
【報道関係各位】

株式会社日本ハウスホールディングスは、財団法人 日本産業デザイン振興会の「2021年度グッドデザイン賞」

を受賞致しました。今回の受賞で東日本ハウス時代から合わせて12回目の受賞となります。

日本ハウスホールディングスは、2021年より「環境にやさしい、脱炭素社会の住宅」をコンセプトに、地震に強く、

丈夫で長持ちの木造住宅は、国産檜を使用し、健康にも環境にもやさしい「檜品質」、高断熱・高気密でエネル

ギー消費を抑え自然エネルギーを活用する「ゼロエネ品質」、安心・安全・快適の暮らしを支える「快適品質」、と３

つの品質で住まいを提供しています。

今回の受賞は、木造注文住宅ならではのデザイン力と技術力を評価いただいたものであり、幸甚に存じます。

今後も弛まぬ技術向上とお客様に喜んで安心して暮らして頂ける住まいづくりを進めてまいります。

【 戸建て住宅部門】 狭小敷地対応住宅

2021年10月20日
株式会社日本ハウスホールディングス
代表取締役会長 成田 和幸
（東証・コード １８７３）

12回目の受賞

■本件に関するお問い合わせ

株式会社日本ハウスホールディングス
〒102-0072東京都千代田区飯田橋４－３－８
ＵＲＬ：http://www.nihonhouse-hd.co.jp/

担当；デジタル広報広報室 小長谷、佐藤
ＴＥＬ：０３－５２１５－９８８１ ＦＡＸ：０３－５２１５－９８９７
E-mail：kkonagaya@nihonhouse-hd.co.jp

2021

<評価コメント＞
木造ハウスメーカーでは対応が難しい狭小住宅の設計施工法を体系化したことは評価に値する。住宅建設費の上
昇や、土地価格の上昇によって、狭小敷地に狭小住宅を建てるニーズはさらに増えてくると思われる。全国的に木
造住宅設計を展開してきた強みを生かし、狭小敷地対応の木造住宅のノウハウを纏め上げたことは、狭小空き地の
解消にも繋がるであろう。この度受賞された住宅も木造の良さを生かしたデザイン性の高いものであった。

「グッドデザイン賞」は、デザインによって私たちの暮らしや社会をより良くしていくための活動です。
かたちのある無しにかかわらず、人が何らかの理想や目的を果たすために築いたものごとをデザインととらえ、
その質を評価・顕彰しています。

狭小敷地での住宅など、個性あるプランを求める住まい手に一定の要望がある。しかし、木造ハウスメーカーの
規格型プランでは対応できないことが多く、木造での実現が難しかった。木造の注文住宅を多く提供する当社は、
このような要望に応えるため、狭小敷地へのプラン提案、施工技術によって、敷地の個性を反映した住宅を木造
によって要望に応える体系化をした。


